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長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 S33 施策名 福祉関係（障害者手当、福祉医療費、各種検診、予防接種等）の費用負担の見直し

担当部課 福祉部福祉課 関係部課 福祉課、保険医療課、健康推進課

第６次総合計画・基本目標 　７　市民から信頼される市政の運営

行政改革指針・重点課題 　２　財政改革の推進

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等） 長久手市障害者手当支給条例、ながふく障がい者プラン

施策開始の背景、経緯等
人口増加及び高齢化に伴い、扶助費が増加していることを踏まえ、支給対象の見直しを行い、事業の継
続性を確保する。

（どのような施策なのか）

障害者手当について、見直しを行う。

（誰、何を対象にしているか）

市民

（対象をどのような状態にしたいか）

障がい者等へ手当の継続的な支給を行う。

Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度 中期 長期
（2022） （2023） （2024） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度 中期 長期
（2022） （2023） （2024） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

令和3年度の条例改正で、65歳以上に新たに障害者手帳を交付された人は手当の支給対象外とした。そ
れにより、支給対象者及び支給総額の増加率は前年度（R3年度）より低くなった。
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施策に係る取組①

条例及び規則に基づき事
業を行う。

条例及び規則に基づき事
業を行う。

条例及び規則に基づき
事業を行う。

条例及び規則に基づき
事業を行う。

手当の支給要件等を見
直し、事業を実施。

障害者手当 63,745千円 障害者手当 63,401千円 障害者手当 63,777千円 障害者手当 64,345千円 障害者手当 64,000千円

(延べ) 3,438 人 (延べ) － 人 (延べ) － 人 (延べ) － 人 (延べ) － 人

施策に係る取組②

(延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人
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（何をどのような状態に改善したのか、改善が必要なことなど）

手当の支給要件について見直しを行ったことにより、手当支給額の増加率を抑えることができた。

(進捗状況や課題など）

今後も長期にわたり増加し続けるため、財政状況をみながら定期的に支給のあり方について見直していく
必要がある。

(施策の意図に係る費用対効果の分析、検討、研究の状況など）

今後、支給総額の増加率がゆるやかになる見込み。

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

支給対象の変更に伴う効果額等を把握しつつ、今後も財政状況をみながら概ね５年を目処に見直していく。
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